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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公開番号】特開2020-193195(P2020-193195A)
【公開日】令和2年12月3日(2020.12.3)
【年通号数】公開・登録公報2020-049
【出願番号】特願2020-84866(P2020-84866)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/24     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｕ
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月4日(2020.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免疫グロブリン単一可変ドメイン（ＩＳＶ）を含むポリペプチドであって、ヒトのIL-1
7A、ヒトのIL-17FおよびヒトのIL-17A/Fに特異的に結合し、
ここで、ＩＳＶは、 
ａ）（ｉ）アミノ酸配列SYVVG（配列番号２２２）または（ｉｉ）アミノ酸配列SYVMGのい
ずれかであるCDR1；
ｂ）AISGSGDSIYYAVSEKD、AISGSGESIYYAVSEKG、AISGSGDTIYYAVSEKG、AISGSGDSIYYAVSEKG、
AISGSGDTIYYAVSEKD、AISGSGGSIYYAVSEKDおよびAISGSGESIYYAVSEKDからなる群より選択さ
れるアミノ酸配列であるCDR2；および 
ｃ）（ｉ）アミノ酸配列DQEFGYLRFGRSEY（配列番号５０６）であるCDR3；
を含む、前記ポリペプチド。
【請求項２】
　請求項１に記載のポリペプチドであって、前記の特異的結合が、表面プラズモン共鳴（
ＳＰＲ）によって測定される場合、１０-３ｓ-1～１０-6ｓ-1の解離速度（ｋoff速度）を
特徴とする前記ポリペプチド。 
【請求項３】
　請求項１または２に記載のポリペプチドであって、前記の特異的結合が、表面プラズモ
ン共鳴（ＳＰＲ）によって測定される場合、１ｎＭ未満のＫDで生ずる前記ポリペプチド
。 
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のポリペプチドであって、前記のポリペプチドは、
野生型のヒトIL-17F配列への結合と比較して低減された親和性でIL-17F突然変異体へ結合
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し、IL-17F突然変異体は、R47A、I86AおよびN89Aの１以上を含む、前記ポリペプチド。 
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のポリペプチドであって、前記のポリペプチドは、
野生型のヒトIL-17A配列への結合と比較して低減された親和性でIL-17A突然変異体へ結合
し、IL-17A突然変異体は、L74A、Y85AおよびN88Aの１以上を含む、前記ポリペプチド。 
【請求項６】
　第２のＩＳＶをさらに含み、第１のＩＳＶおよび第２のＩＳＶがお互いに異なる、請求
項１～５のいずれか一項に記載のポリペプチド。
【請求項７】
　前記ポリペプチドの半減期を高める結合ユニットをさらに含む、請求項６に記載のポリ
ペプチド。
【請求項８】
　第２のＩＳＶは、血清アルブミンに特異的に結合する、請求項７に記載のポリペプチド
。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のポリペプチドであって、前記のポリペプチドは、
配列番号８１９、６６４、８１３および／または６４８のいずれかのアミノ酸配列を含む
、前記ポリペプチド。
【請求項１０】
　配列番号８３６のアミノ酸配列を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載のポリペプ
チド。 
【請求項１１】
　請求項１～１０いずれか１項に記載のポリペプチドであって、全身性エリテマトーデス
、リウマチ様関節炎、変形性関節症、若年性慢性関節炎、脊椎関節症、全身性硬化症、突
発性炎症性筋疾患、シェーグレン症候群、全身性血管炎、サルコイドーシス、自己免疫性
溶血性貧血、自己免疫性血小板減少症、甲状腺炎、糖尿病、免疫介在性腎疾患、中枢神経
系および末梢神経系の脱髄疾患、多発性硬化症、突発性脱髄性多発根神経炎、ギラン・バ
レー症候群、慢性炎症性脱髄性多発根神経炎、肝胆道系疾患、感染性自己免疫性慢性活動
性肝炎、原発性胆汁性肝硬変、肉芽腫性肝炎、硬化性胆管炎、炎症性腸疾患、グルテン過
敏性腸疾患、ウィップル病、自己免疫性もしくは免疫介在性の皮膚病、水疱性皮膚病、多
形性紅斑、接触皮膚炎、乾癬、アレルギー疾患、喘息、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮
膚炎、食物過敏症、蕁麻疹、好酸球性肺炎、突発性肺線維症、過敏性肺炎、移植関連疾患
、移植片拒絶および移植片対宿主病からなる群より選択される疾患または障害の治療のた
めの前記ポリペプチド。 
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のポリペプチドと製剤学的に認容性の賦形剤とを
含む医薬組成物。
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